
み
重
ね
、
時
代
と
と
も
に
進
化
し

続
け
て
き
た
。
そ
の
歩
み
の
延
長

線
上
に
、
今
が
あ
る
。

る
幅
広
い
調
査
観
測
を
可
能
と
し
、

北
極
海
の
環
境
変
化
と
人
為
起

源
に
よ
る
影
響
の
把
握
・
定
量
化
、

将
来
予
想
の
精
度
向
上
な
ど
を
目

的
と
し
た
国
際
的
な
研
究
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
２
０
２
６
年
11
月

頃
の
竣
工
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

氷
を
割
り
な
が
ら
進
む
砕
氷
航

行
は
、
通
常
の
波
浪
と
は
比
較
に

長
野
計
器
は
圧
力
計
測
の
専
業
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
圧
力
計
・
圧
力

セ
ン
サ
を
中
心
に
世
界
最
大
規
模
の
生
産
・
販
売
体
制
を
有
す
る
。

圧
力
計
お
よ
び
圧
力
セ
ン
サ
は
各
産
業
の
も
の
づ
く
り
に
不
可
欠
な
製
品

で
あ
り
、
同
社
は
半
導
体
、
自
動
車
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
船
用
・
航
空
・
鉄

道
、
医
療
・
福
祉
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
業
界
の
難
題
に
応
え
な
が
ら
研

鑽
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
が
、
経
営
理
念
「
一
芸
を
極
め

て
世
界
に
挑
戦
」
だ
。
今
回
は
、
圧
力
計
測
を
深
掘
り
し
て
き
た
同
社
の

技
術
研
鑽
が
結
実
し
た
、
未
来
へ
と
つ
な
が
る
２
つ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

長
野
計
器
の
経
営
理
念
は
「
一

芸
を
極
め
て
世
界
に
挑
戦
」
。
同

社
が
掲
げ
る
「
一
芸
」
と
は
、
圧

力
を
「
は
か
る
」
技
術
に
徹

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

事
業
を
横
へ
広
げ
る
よ
り

も
、
高
精
度
・
高
耐
久
・
高

信
頼
へ
と
縦
へ
深
掘
り
す
る
。

そ
の
姿
勢
は
創
業
期
か
ら
一

貫
し
て
お
り
、
１
９
２
４
年

製
の
分
銅
式
標
準
圧
力
計
な

ど
３
点
が
、
「
国
産
圧
力
計

の
発
展
と
そ
の
標
準
化
に
大

き
く
寄
与
し
た
」
と
し
て
、

国
立
科
学
博
物
館
の
「
重
要

科
学
技
術
史
資
料
（
未
来
技

術
遺
産
）
」
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。

　

同
社
は
創
業
か
ら
１
０
０

年
以
上
に
わ
た
り
技
術
を
積

　

一
芸
を
極
め
た
技
術
が
求
め
ら

れ
る
の
は
、
往
々
に
し
て
前
例
の

な
い
領
域
だ
。

　

国
立
研
究
開
発
法
人
海
洋
研
究

開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

が
建
造
を
進
め
る
北
極
域
研
究
船

「
み
ら
い
Ⅱ
」
は
、
本
格
的
な
砕
氷

機
能
を
備
え
る
日
本
初
の
研
究
船

で
あ
る
。
北
極
海
の
海
氷
域
で
大

気
・
気
象
・
海
洋
・
海
氷
に
関
す

創
業
か
ら
圧
力
計
測
に
集
中

１
０
０
年
前
の
製
品
が
未
来
技
術
遺
産
に

北
極
域
研
究
船
「
み
ら
い
Ⅱ
」

光
フ
ァ
イ
バ
セ
ン
サ
技
術
で
船
体
を
監
視

社
の
圧
力
セ
ン
サ
が
心
臓
部
２
種

類
の
役
割
を
担
う
。
１
つ
は
、
高

圧
で
貯
蔵
さ
れ
た
燃
料
タ
ン
ク
内

の
水
素
残
量
を
把
握
す
る
セ
ン
サ
。

も
う
１
つ
は
、
車
載
の
発
電
装
置

へ
送
り
込
む
水
素
の
圧
力
を
監
視

　

極
限
の
現
場
だ
け
で
は
な
く
、

人
々
の
生
活
に
つ
な
が
る
次
世
代

製
品
に
も
長
野
計
器
の
技
術
は
採

用
さ
れ
て
い
る
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
燃
料
電
池
自

動
車
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
で
は
、
同

す
る
セ
ン
サ
だ
。
後
者
は
計
測
値

を
も
と
に
別
シ
ス
テ
ム
が
発
電
効

率
を
制
御
す
る
た
め
、
航
続
距
離

に
直
結
す
る
セ
ン
サ
で
あ
る
。

　

難
し
さ
は
高
圧
水
素
を
扱
う
点

に
あ
る
。
水
素
は
金
属
の
微
細
な

隙
間
を
す
り
抜
け
や
す
く
、
高
圧

に
な
る
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
強
ま
る
。

セ
ン
サ
に
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ

て
水
素
に
触
れ
続
け
て
も
劣
化
し

に
く
い
素
材
と
構
造
が
求
め
ら
れ

る
。
長
野
計
器
は
ト
ヨ
タ
自
動
車

と
の
10
年
以
上
に
わ
た
る
共
同
実

証
を
通
じ
て
、
こ
の
技
術
的
ハ
ー

ド
ル
を
乗
り
越
え
て
き
た
。
水
素

行
動
と
総
力
の
結
集
で
未
来
を
拓
く

研
鑽
さ
れ
た
技
術
が
、
未
来
を
創
る

な
ら
な
い
衝
撃
が
船
体
に
繰
り
返

し
加
わ
る
。
負
荷
が
蓄
積
す
る
と

船
体
の
疲
労
が
進
行
し
、
最
悪
の

場
合
、
船
体
の
突
然
の
破
損
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

船
体
各
所
の
「
歪
み
」
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
が

不
可
欠
と
な
る
。
長
野
計
器
は
こ

の
要
求
に
応
え
る
た
め
、
イ
ン
フ

ラ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
領
域
で
長
年
培

っ
て
き
た
Ｆ
Ｂ
Ｇ
（
光
フ
ァ
イ

バ
）
セ
ン
サ
技
術
と
、
加
速
度
セ

ン
サ
お
よ
び
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
を

組
み
合
わ
せ
、
航
行
中
の
船
体
状

況
を
監
視
す
る
「
船
体
構
造
応
答

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を
新

た
に
開
発
し
た
。

　

氷
や
波
に
よ
る
圧
力
や
縦
曲
げ

モ
ー
メ
ン
ト
な
ど
の
船
体
状
況
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
計
測
・
記
録
・

表
示
し
、
異
常
検
知
時
に
は
即
時

ア
ラ
ー
ト
で
安
全
航
行
を
支
援
す

る
。
電
気
を
用
い
な
い
Ｆ
Ｂ
Ｇ
セ

ン
サ
に
よ
る
計
測
は
電
磁
ノ
イ
ズ

の
影
響
を
受
け
に
く
く
、
引
火
性

物
質
を
扱
う
環
境
で
も
高
い
安
全

性
を
確
保
で
き
る
。

　

国
家
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

重
視
さ
れ
る
の
は
、
「
壊
れ
ず
、

確
実
に
、
正
確
に
は
か
り
続
け

る
」
過
酷
環
境
で
も
計
測
を
止
め

な
い
信
頼
性
だ
。

　

日
本
初
の
本
格
的
な
砕
氷
研
究

船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
用
さ
れ
た

事
実
は
、
長
野
計
器
の
技
術
が
社

燃
料
電
池
自
動
車
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」

水
素
関
連
セ
ン
サ
を
共
同
実
証

社
会
は
安
全
性
・
信
頼
性
・
再
現

性
が
な
け
れ
ば
普
及
し
な
い
。
同

社
の
技
術
は
、
理
想
の
未
来
と

人
々
の
生
活
と
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

会
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

「一芸を極めて世界に挑戦」からつながる
「未来」に選ばれる技術

はかる×未来
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「
は
か
る
」
技
術
を
極
め
続
け
、

こ
の
先
の
未
来
も
切
り
拓
く
。

　

長
野
計
器
の
社
是
の
一
つ
に
、

「
行
動
と
総
力
の
結
集
で
未
来
を

拓
く
」
が
あ
る
。
北
極
の
氷
海
を

行
く
研
究
船
「
み
ら
い
Ⅱ
」
の
船

体
、
そ
し
て
ト
ヨ
タ
自
動
車
「
Ｍ

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
。
フ
ィ
ー
ル
ド
が
異

な
る
２
つ
の
最
前
線
に
、
同
社
の

技
術
は
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
共

通
す
る
の
は
、
「
極
め
た
技
術
」

を
未
来
に
向
け
て
展
開
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
研
究
や
実
績
の
積
み
重
ね
な
し

に
は
、
ど
ち
ら
の
現
場
に
も
立
つ

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

超高圧から極微圧まで
創業は明治29年。圧力計や圧力センサ
を中心とする各種センサなどの精密機
器を開発・製造・販売。圧力計では国内
シェア60％、世界シェア20％を占める。
近年では計測制御機器事業が伸長して
いるほか、新エネルギー分野では業界に
先駆けて研究開発を進めている。

▲第2世代ＭＩＲＡＩ

▲車載センサ

▲1924年の製品が未来技術遺産に登録


